
 
  

 
 

ちょっとしたポイント 
 
１． 屋根裏のエアコンは通常、夏の時期は電源を切らないで下さい。 

又お出かけになる際も、屋根裏のエアコンは電源を切らないで下さい。 
 

２． 夏の時期にお出かけになる際は、カーテン等をお締めになってお出かけ

ください。（ファースの家は国の方からもソーラー認定を認証しており

ますので、太陽の熱を家の中に貯め易いですので。）特に東、西面の窓等。 
 
３． 真夏日が続く際は、居間等のエアコンの電源も切らないで下さい。 
  （家に帰って着た時にエアコンの電源を入れましても、家の中が冷えるの

に多少の時間がかかります。これは高気密のエアコンを使用しています

の通常のエアコンよりは能力の低いエアコンを使用しています。ただ、

電気代は通常のエアコンタイプよりお安くなります。） 
 
４． 築一年の住宅の場合、構造の木に水分をまだたくさん蓄えておりますの

で多少湿度が落ちづらい場合があります。翌年からは、湿度が少なくな

りますので、より涼しく感じられると思います。 
 
５． コントロールパネルに関しては、床下除湿機は稼動して下さい。又、サ

イクルファンも稼動して下さい。２４時間換気システムも稼動して下さ

い。その他は電源を入れなくて結構です。 
 
以上取り急ぎ夏の過ごし方のポイントを書き出してみました。 
まだ、いろいろな欠点もあると思いますが、お気軽にお電話ください。 
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